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のアンケート（12 の候補から 1 人 5 つまでの選択式）により決定し、「お弁当・給食」
「日本料理の特徴」「日本料理の盛り付け」「働き方」「食事のマナー・お茶」「名前」の







YouTube に非公開形式でアップロードし、学生に URL を共有した。オンデマンド型を組
み込んだのは、日本国外から受講していた学生への対応を考えてのこともあったが、学
生が自分の日本語レベルや理解度に応じて再生速度の調整／一時停止／繰り返し視聴
等を行うことが可能であり、Zoom でリアルタイムに行うよりメリットが大きいと考え
たからでもある。 
また、本授業では、身近な日本人の考えを知るための課題として、アンケート調査を
行う課題がある。対面授業時には、教員が作成した質問シートに沿って、学生が身の回
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りの日本人にアンケートを実施し、その結果を授業で共有するという形で行っていた。
今回のオンライン授業では、①学生が講義テーマに沿った質問を考える、②クラスで質
問を選定する、③教員がアンケート調査を実施する（日本人学生対象の科目を担当して
いる他大学の教員に協力を依頼）、④アンケートの結果をクラスで共有、⑤学生がアン
ケート結果についてコメントを書く、という流れで行った。 
期末の評価は、従来行っていた筆記試験を微調整の上、レポートとして実施した。 
 
3.成果と今後の課題 
成果としては、まず、オンデマンド型と Zoom によるリアルタイム授業を組み合わせ
た実践を行い、これまでにない取り組みをしたことが挙げられる。 
また、アンケート課題において従来と異なる形式で実施することで、コロナ禍におい
て、日本に留学していながら身近な日本人との交流の機会が得られていなかった学生に
対し、少しでも日本人の声を知る機会を与えられたことも成果だと思われる。 
ただし、従来、学生が本授業を受講する動機の１つとなっていた京都フィールドトリ
ップは実施できず、今後も当面実施できない可能性が考えられる。交換留学生が日本に
おいて日本文化のクラスを受講する際に、実体験が伴うことは大きな魅力の一つである
と思われるため、今後別の形での文化体験を取り入れることも選択肢の一つになると考
える。 
また、今回のオンライン授業において、学生は各課題をすべて PC 入力により行った
が、従来配布プリントに手書きで記入していた際と比べ、全体に内容が浅く、分量も短
かった。この差が手書きと PC 入力による差であるかは不明であり、かつ、これまでと
受講人数が大幅に異なっていたことから単純比較はできないが、対面授業とは異なる問
い方や課題の出し方を工夫するなど、オンライン授業の特性に即した取り組みについて、
検討の余地があると考えられる。 
 
